
未来創造志塾 １８期第４回（２０１９．６．３） 

ビジネスモデルの研究 第４回 ジレットモデルの研究、エプソン・ネスカフェ 

参考テキスト：山田秀夫著「成功企業に潜むビジネスモデルのルール」 

 
 

 

 

 

 

 

イノベーション ３つの変革レベル 

レベル１ 構造変革＝戦略の再構築――組織を変える・・・選択と集中 

レベル２ 工程変革＝業務の再構築――制度を変える・・・業務プロセス改革（顧客本位・全体最適へ） 

レベル３ 意味変革＝事業の再定義――風土・意識・価値観を変える・・・メンタルモデル・ビジネスモデル 

 

チェックイン 

５月３０～３１日 わくわくビジプレ３０回からの気づき・学び 

古川さん、炭棟梁ベンチマークからの気づき・学び・・・そしてこれからどうするか？ 

① 価値観の違い  

② ソマテック・マーカー（自分の内部で起きていることに深く注意を払う）＋セルフアウエアネス（瞑想など） 

 

井関産業さんの宿泊研修よりの学び・気付き 

「哲学・思想」の必要性、・・・真善美 

「リベラルアーツ」・・・自由と奴隷 

「カスタマージャーニーマップ」・・・・「ペルソナ設定の問題は何か？」 

 

理性から感性へ、そして統合 

 

 

 

 

 

商業界６月号 特集「顧客名簿こそ収益源」 

ワクワク系ＭＴ事例 炭棟梁・たこ梅・ごろねのくに 
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見えるところはすぐに同質化される（２３ｐ～）→→ポーターの競争戦略の限界 

モノマネ・模倣戦略→同質化→価格競争 

  事例：事例：居酒屋・飲食・OBハウス・ 

 

見えない「仕組み」と「仕掛け」に鍵が！ 

 事例：「顧客の囲い込み」と「絆の関係」の違い 

 

ネスカフェアンバサダーの成功の鍵は何か？ 

 高岡浩三氏著書「ゲームのルールを変えろ」 

 ・・・システムで飲ませる新モデルを構築（１７１ｐ） 

   価値共創で揺るぎないモデルへ（１７５ｐ）―――アンバサダー「報酬なし」＝感謝の言葉 

   イベント、コミュニティの場 

 

 高級マシン「ドルチェグスト」→家電量販店→通販→テレビショッピング 

 

プロジェクト 

① 返品を受け付けない！＝＝コンビニ取引停止、スーパー・ディスカウント・ホームセンターへ販路拡大 

 

 

事例 ネスレのコーヒー ビジネスモデル 
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消耗品モデル・ジレットモデル 

基本パターン 

サプライ品モデルでは、「本体製品は原価を下回るお買い得な価格や、無償で提供される」 一方で、本体を使うた

めに必要なサプライ品に高い価格が設定され、収益の大部分を稼ぐ役割を担っている。 

「エサと釣り針」モデルが本質 

 

キーワード＝特許所得や強烈なブランドの構築 

 

ビジネスモデルの原点 

１９世紀 パラフィンランプの販売 ロックフェラー氏（灯油の販売 スタンダード石油） 

２０世紀 ジレット カミソリの交換可能な替刃（特許所得） 

      HP 民生用インクジェットプリンター（プリンター用インクカートリッジ） 

２１世紀 ネスレ社のネスプレッソ→海外→お茶（スペシャル T）・離乳食などへ拡大 

 

 

活用の視点 

産業機械分野のアフターサービス事業 

ロックインモデルと組み合わせ 

アフターサービスや交換部品ビジネス 

 

脅威＝互換部品メーカー 

 

 

フリーミアムモデル 

＝＝＝無料版から有料会員への移行が鍵 

 

事例＝日本経済新聞（電子版の会員） 

 

 

サブスクリプションモデル 

＝＝＝モノを所有せず、利用する消費スタイルの台頭 

「継続課金」というビジネススタイル 

KSF＝顧客と企業、三方善しの思想 

 

 

「体験」や「サービス」を提供・・・・・継続的関係性 

音楽配信 

動画配信 

＝＝＝消費スタイルの変化 

 

KSF 

① ゴール設定 

② 関係性を深める 

③ LTV 

 

視点① 期待を超える 

視点② 顧客のエントリーの機会を拡げ、継続させるか 

視点③ 顧客単価をどう上げるか 

 

＝＝＝＝マーケティングの４Pの変化 
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複写機業界の変化、ＭＰＳ（一括管理サービス） 

 

建築機械業界の変化 

・建築機械の共有化 

・下取り仲介サービス（中古） 

・パッケージ化 
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東洋思想・価値観「企業再構築の仕掛け」 第４回 

参考テキスト（出典）：企業再構築の仕掛け バリュー・マネジメント 竹内日祥 現代書林 2006年 6月 

 

「変化・組織・自分」の敵に勝つ！第一の戦いの対象は「変化」である。 

第二の戦いの対象は「組織」である。 

第三の戦いに対象は「自分」である。 

「不況で倒産する」・・・・・・そんなことはない！ 

 ⇒現象と原因を見間違うな！⇒真の原因は「変化に対応」出来なかったから 

 

思想とは、思考力：深く、未来に渡ってとらえる表面的現実ではなく、深いものを見る力 

         本物か偽者か見分ける道具（規矩）が必要。 

  理解――自分の価値観で思想を理解する➩➩自己肯定――行動に結びつかない…現状肯定 

  確信――共感的な確信をそこに置く➩➩自己否定――すぐ行動に移れる…現状打破 

 

分離思考 統合思考 

部分性思考 実体性思考 全体性思考 関係性思考 

客観的・合理的 

分析思考 

主体的・直案的 

洞察思考 

１７世紀・近代古典科学のパラダイム ２１世紀・脱近代複雑系のパラダイム 

判断→決断 

 

「教える」教育と「育てる」教育（32ｐ） 

能力教育：教える教育＝＝知識や情報を・・・新しく付け加える「加算」受動的 

思想教育：育てる教育＝＝智恵や判断の根拠を・・・与える「棄却」主体的 

捨てることには、本人の意思と決断が求められます！（本人の主体性） 

・・・「教えることや易しく、育てることは難しい！」 

教える教育 育てる教育 

加算 棄却 

知識と情報 智恵と判断 

理性と認識 意味と価値 

客観性と合理性 主体性と使命性 

目標性と方法性 目的性と実体性 

自己肯定性の思考 自己否定性の思考 

能力的思考性 思想的思考性 

 

「能力的思考」と「思想的思考」の違いと特性（４２Ｐ） 

変革は３種類 

リ・ストラクチャー（戦略の再構築） 

リ・エンジニアリング（業務改革） 

リ・マインド（風土・意識改革） 

 

（例）明治維新の立役者 

目的達成・・・思想・哲学が必要 

目標達成・・・能力・技術が必要 

（５／６） 

 



能力と思想（図４６ｐ） 

・客観的、主観的、主体的の違い？ 

 

 

 

５２ｐ 能力教育のもたらすマイナス面 

① 基本的に自己本位な動機で発動される性格を有し、独断的な弊害をもたらす 

② それ自体に合目性がないため、自発的な自己批判の要素を持ちえない 

③ 合理性一辺倒になりやすく、主体性欠如の無責任性を暴露する 

⇒自己を正当化、他人を批判、個人主義、自分勝手な判断 

 

 

５３ｐ 視点を変え、高い価値観から自分を徹底的に見直す 

組織全体、関係性についての新しい視点 

→主体性、貢献、相互補完、自己革新、確信 

 

・・・過去と他人は変えられない 

  ⇒未来と自分は変えられる 

 

この人は自らの所属する会社で起きる問題をすべて「自己」の問題と捉えることが可能となり、主体的にそ

の問題解決に取り組むことができるようになります。 

そして、この人物だけが、真に主体性のある貴重な人材を育てることができます。 
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